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青
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書
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歴
史
資
料
室
　
職
員
︶

青
森
築
港
落
成
式

を
整
え
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
青
森
港
に
お
い
て
近
代

的
な
港
湾
整
備
が
進
め
ら
れ
た
の
は

大
正
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

　
青
森
港
の
修
築
を
求
め
る
動
き
は

明
治
２
０
年
代
か
ら
み
ら
れ
、
明
治

３
０
年
代
に
は
県
を
挙
げ
た
運
動
と

な
っ
た
︒
１
９
１
０
︵
明
治
４
３
︶

年
５
⽉
に
⻘
森
市
が
⼤
⽕
に
襲
わ
れ

る
と
︑
災
害
復
興
の
⼀
環
と
し
て
⻘

　
２
０
２
５
︵
令
和
７
︶
年
は
﹁
⻘

森
開
港
４
０
０
年
﹂
の
節
⽬
の
年
と

い
わ
れ
︑
⻘
森
港
周
辺
で
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
⾏
わ
れ
た
︒
た
だ
し
︑
４

０
０
年
前
の
﹁
開
港
﹂
は
港
の
設
備
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な
く
さ
れ
た
が
、
１
９
２
４
（
大
正
１

３
）
年
８
月
に
竣
工
し
た
。

　
１
９
２
４
（
大
正
１
３
）
年
８
月
２

８
日
、
青
森
港
の
海
岸
埋
立
地
で
「
青

森
築
港
落
成
式
」
が
挙
行
さ
れ
た
。
式

典
会
場
の
前
に
は
「
竣
工
式
場
」
の
文

字
を
掲
げ
た
大
ア
ー
チ
や
祝
賀
門
が
建

て
ら
れ
た
。
ま
た
、
芸
妓
に
よ
る
仮
装

行
列
、
花
火
の
打
ち
上
げ
、
市
内
の
学

校
の
児
童
生
徒
や
青
年
団
な
ど
の
団
体

に
よ
る
提
灯
行
列
と
い
っ
た
催
し
も
企

画
さ
れ
、
式
典
会
場
周
辺
は
昼
も
夜
も

に
ぎ
わ
っ
た
。

　「
青
森
築
港
落
成
式
」
に
は
、
内
務
大

臣
の
若
槻
礼
次
郎
（
の
ち
の
総
理
大
臣
）

が
臨
席
し
て
い
る
。
若
槻
は
８
月
２
５

日
に
小
樽
築
港
落
成
式
、
２
６
日
に
札

幌
豊
平
橋
開
通
式
に
出
席
し
た
あ
と
、

函
館
で
１
泊
し
、
２
８
日
正
午
入
港
の

青
函
連
絡
船
「
翔
鳳
丸
」
で
来
青
し

た
。
到
着
後
、
す
ぐ
に
小
型
船
で
港
内

を
視
察
し
、
中
島
旅
館
で
休
憩
し
て
か

ら
式
典
に
臨
ん
だ
。

　
落
成
式
に
続
き
、
新
町
尋
常
小
学
校

を
会
場
に
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
若

槻
は
そ
の
席
上
で
青
森
港
を
「
商
業
取

引
か
ら
⾒
て
も
北
海
道
の
拓
殖
関
係
か

ら
⾒
て
も
極
め
て
必
要
な
る
港
﹂
と
評

青
森
築
港
竣
工
記
念
の
懐
中
時
計
掛＝

２
０
２
６（
令
和
８
︶年
５
⽉
１
４
⽇
・
筆
者
撮
影

価
し
た
上
で
「
今
一
段
の
大
規
模
の
修
築
」

が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
な
お
、
祝
賀
会
で
は
長
年
青
森
港
の
修
築

運
動
に
関
わ
っ
て
き
た
青
森
市
長
の
工
藤
卓

爾
も
「
第
二
の
拡
張
」
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
る
。
築
港
落
成
は
青
森
港
修
築
の
完
了
で

は
な
く
、
修
築
の
「
第
一
歩
」
と
捉
え
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
写
真
の
オ
ブ
ジ
ェ
（
高
さ
約
１
０

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
は
祝
賀
会
の
会
場
で
参

加
者
に
贈
ら
れ
た
記
念
品
で
あ
る
。
１
９
２

４
（
大
正
１
３
）
年
８
月
２
８
日
付
の
『
東

奥
日
報
』
は
、
記
念
品
に
つ
い
て
「
青
銅
造

り
の
灯
台
を
か
た
ど
っ
た
懐
中
時
計
掛
」
と

紹
介
し
て
い
る
。

　
懐
中
時
計
掛
を
収
め
る
桐
箱
は
、
蓋
の
表

面
に
「
青
森
築
港
竣
工
記
念
」
と
い
う
金
色

の
刻
印
が
あ
り
、
裏
面
に
は
「
大
正
拾
参
年

八
月
二
十
八
日
」
と
墨
書
き
さ
れ
、
底
面
に

は
製
造
者
の
「
内
外
徽
章
製
作
所
」（
東
京
市
）

の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
築
港
落
成
の

日
の
熱
気
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
懐
中
時
計
掛
に
よ
く

似
た
灯
台
を
⻘
森
県
史
編
さ
ん
資
料
の
絵

は
が
き
﹁
⻘
函
連
絡
船
鉄
道
岸
壁
横
附
﹂

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
⻘
森
県
史

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
よ
り
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
︒

『東京と青森』６９８号 東京⻘森県⼈会 令和８（２�０２６）年７⽉号

森
港
速
成
運
動
が

展
開
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
︑
⻘
森

港
の
修
築
は
１
９

１
４
︵
⼤
正
３
︶

年
度
か
ら
１
９
１

９
︵
⼤
正
８
︶
年

度
ま
で
の
６
か
年

計
画
で
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
︑
１

９
１
５
︵
⼤
正
４
︶

年
６
⽉
に
起
⼯
式

が
⾏
わ
れ
た
︒
第

⼀
次
世
界
⼤
戦
の

影
響
で
物
価
が
⾼

騰
し
て
予
算
不
⾜

と
な
り
︑
施
⼯
期

間
の
延
⻑
を
余
儀
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